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自己紹介クイズ（子ども時代ver）.
どれか一つ間違いがあります。

① お母さんにしか心を許さない。人見
知りが激しくお母さんがいなくなると
ギャン泣き！

② やらなきゃいけないことが残ってい
ると不安で不安で遊びどころではない。
宿題はさっさとすます！

③ 人前で失敗するのは大嫌い。何度も
見直して明日の準備は完璧！

④ 逆上がりができなくて…悔しくて悔し
くて毎日練習。究極の負けず嫌い！



☆今日のタイムテーブル☆

第１部

「小・中学校における、応援を必要とする

子どもたちへの体制について」

第２部

「就学相談について」

第３部

「就学相談や日々の相談で大切にしたい

こと」





特別支援教育の対象の概念～義務教育段階～
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通常の学級とは・・・

１学級４０名が上限（１年生は３５名）

※ 都道府県の判断により、上限が変わる。

少人数指導などのために、教員を加配して指
導に当たる工夫もある。（全部の学校にいるわ
けではない。）

１クラスの人数が少なくなると、２学年で一
つの学級を編成する複式学級もある。

支援員さんの加配については、市町によって
扱いが異なる。



通級指導教室とは･･･

《対象》

通常の学級に在籍している子どもたちの中で
通常の学級の指導だけではその能力をのばすこ
とが難しく個別の応援が必要な子どもたち

《指導体制》

週１時間～週８時間程度（※実際にはそこまで取れない）

個別指導、もしくは少人数のグループ学習

学習そのものではなく学習を支える基盤づく
りや、やり方を身に付ける →自立活動

LD、ＡＤＨＤの子どもに対しては、指導の
効果を考えて月１時間～週８時間程度



西条市内 通級指導教室
市内小中学校 通常の学級在籍児童・生徒
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特別支援学級とは･･･

《対象》

通級指導教室の応援よりもより質が高く、量
が多い応援が必要な子どもたち

《指導体制》

子どもたち一人一人に合わせて、少人数の指
導の時間と交流学習の時間のバランスを考えた
カリキュラムを作成（教科学習＆自立活動）

上限が８名の少人数指導（※市町によって特例有）

学校体制の中でなるべく少ない人数で対応で
きるよう工夫



特別支援学校とは･･･

《対象》

学校教育法施行令第２２条の３にある障がい
の程度に該当する子どもたち

《指導体制》

上限６名の少人数指導
※ 担任も２名入ることが多い。地域の学校より手厚い支援が可能

子どもたち一人一人の障がいの程度に合わせ
たカリキュラムを作成(※教科等は支援学校によって異なる)

交流及び共同学習として、地域の学校と交流
する機会がある(※学期に１回程度)



区分 障害の程度

視覚障害者
両眼の視力がおおむね0.3未満のもの又は視力以外の視機能障害が

高度のもののうち、拡大鏡等の使用によつても通常の文字、図形等の
視覚による認識が不可能又は著しく困難な程度のもの

聴覚障害者
両耳の聴力レベルがおおむね60デシベル以上のもののうち、補聴

器等の使用によつても通常の話声を解することが不可能又は著しく困
難な程度のもの

知的障害者

一 知的発達の遅滞があり、他人との意思疎通が困難で日常生活を営
むのに頻繁に援助を必要とする程度のもの

二 知的発達の遅滞の程度が前号に掲げる程度に達しないもののうち、
社会生活への適応が著しく困難なもの

肢体不自由者

一 肢体不自由の状態が補装具の使用によつても歩行、筆記等日常生
活における基本的な動作が不可能又は困難な程度のもの

二 肢体不自由の状態が前号に掲げる程度に達しないもののうち、常
時の医学的観察指導を必要とする程度のもの

病弱者
一 慢性の呼吸器疾患、腎臓疾患及び神経疾患、悪性新生物その他の
疾患の状態が継続して医療又は生活規制を必要とする程度のもの

二 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度のもの

特別支援学校の対象となる障害の程度

学校教育法施行令第２２条の３より



障害者差別解消法への流れ

• ２００６（H18）１２．１３ 障害者の権利に関す

る条約（略称：障害者権利条約）を国連総会

において採択

• ２００７（H19）９．２８ 障害者権利条約署名

• ２０１１（H23）８．５ 障害者基本法改正

第４条差別の禁止

• ２０１４（H26）１．２０ 障害者権利条約批准

• ２０１５（H27）２．２４ 障害差別の解消の推進
に関する基本方針

• ２０１６（H28）４．１ 障害者差別解消法施行



障害者差別解消法 平成２８年４月施行





障害者を特別扱いするものではない！

障がい者を始め、これまで十分に社会参加
できる環境になかった人たちが積極的に

参加・貢献できるために・・・



平 等 公 正



塀の高さが違う＝多様な学びの場

授業内容が分
かり学習活動
に参加している
実感・達成感を
もっているか



愛媛新聞ONLINEより 2022.9.9



ご清聴ありがとうございました
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